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二

。
國
本
綾
子
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遺
跡
の
種
類
　
河
道
跡
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遺
跡
の
年
代
　
古
墳
時
代
―
平
安
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

境
谷
遺
跡
は
姫
路
市
の
西
端
部
に
あ
り
、

い
る
。
古
代
山
陽
道
の
太
市
駅
家
の
南
約
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退
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所
在
地
　
　
　
兵
庫
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姫
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太
市
中
学
境
谷

調
査
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間
　
　
一
九
九
二
年

（平
７
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―
八
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発
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県
教
育
委
員
会
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
務
所

道
で
あ
る
。
旧
河
道
は
、
七
世
紀
頃
に
杭
な
ど
で
護
岸
を
行
な
っ
て
い
る
が
、

そ
の
後
砂
や
シ
ル
ト
な
ど
に
よ
っ
て
埋
没
す
る
。

木
簡
は
、
こ
の
旧
河
道
の
最
上
層
の
シ
ル
ト
層
か
ら
出
土
し
た
。
旧
河
道
埋

没
後
は
、
河
道
と
直
交
す
る
方
向
に
数
条
の
溝
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、　
一
〇
世

紀
頃
の
須
恵
器
椀
が
出
上
し
て
い
る
。
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簡
の
釈
文

・
内
容
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〕
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ｋ
ｅ
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昌

右
辺
が
ほ
ぼ
原
形
を
保
つ
が
、
上
下
は
折
損
、
左
辺
も
割
れ
て
い
る
。
右
辺

最
下
端
は
斜
め
に
切
り
込
ま
れ
た
状
態
に
な
っ
て
お
り
、
切
り
込
み
の
痕
跡
の

可
能
性
も
あ
る
。
文
字
は
両
面
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
内
容
は
判
然
と
し
な
い
。

な
お
、
木
簡
の
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
の
古
尾
谷

知
浩
氏
、
山
下
信

一
郎
氏
、
渡
辺
晃
宏
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。

（別
府
洋
一
し

南
側
は
揖
保
郡
太
子
町
と
接
し
て

血
の
地
点
に
あ
た
り
、
さ
ら
に
南

五
Ｏ
Ｏ
ｍ
に
は
、
奈
良
時
代
か

ら
平
安
時
代
の
掘
立
柱
建
物
や

井
戸
を
検
出
し
、
鈴
帯
や
硯
、

墨
書
土
器
な
ど
が
出
土
し
た
亀

田
遺
跡
が
所
在
す
る
。

今
回
の
調
査
地
点
は
、
谷
の

中
を
南
流
す
る
大
津
茂
川
の
支

流
で
あ
る
太
市
川
の
横
で
あ
り
、

検
出
し
た
流
路
も
同
川
の
旧
河

(龍 野)
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